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5 月 29 日（木）エントランスホールにおいて「なりたい自分になってやる」を 

メインテーマに“日頃どんな看護を患者さんに届けたいのか”“なりたい看護師 

目指す看護師“をサブテーマとし『看護の日』のイベントを開催しました。 

 

【 イベント内容 】 

＊ 気軽にお話しください！いきいき健康相談 

＊ 介護保険相談 「わたしのきぼうノート」 

＊ 見てみよう！やってみよう！   ～正しい手洗い方法とアルコール消毒の方法～ 

＊ 「私たちこんな看護を目指しています」の掲示板 

        ～今年度の日本看護協会のテーマに沿い、自分のなりたい看護師像と看護師を 

志した動機やエピソードを写真とともに掲載しました～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№１６１ 

 

小さい頃の憧れを胸に、看護師として今もずっ

と頑張っていて下さることありがたいです☆ 

洗ったつもりでもずいぶん汚れが残っていま

すね。 びっくりしました！ 

「たくさん看護師の方と相談出

来て良かった。楽しかったで

す。」 という感想をいただき、

患者さんと笑顔が絶えない時

間となりました (^^♪ 



 

 

例年地元の消防署から、救命救急士の就業前研修を受け入れておりますが、今年度は

２名研修にいらっしゃいました。 

研修では「監督のもと実施してよいもの」から「見学にとどめるもの」まで内容を規定さ

れています。それに従って沢山経験していただきました。お二方の感想を紹介します。 

令和７年５月１３日・15日・２２日の３日間、「ふれあい看護体験」が開かれました。 

この「ふれあい看護体験」は、患者さんとのふれあいを通して看護の仕事に理解と 

関心を高めることや、将来の進路選択の参考にしてもらうために毎年開催しています。 

佐々木消防副士長 

「スタッフの方々に多くの知識や手技を

教えて頂きました。この貴重な経験を現

場で活かしていきたいです。」 

八重樫消防士長 

「済生会病院様では、主に入院されて

いる患者様の対応をさせて頂きました。

これから手術される患者様の心のケア

や日常生活の支援など多岐に渡る仕事

内容を拝見させて頂きました。ありがと

うございました。」 

今年度は近隣の中高生４９名と多くの参加がありました。 

看護体験を通して、「看護師を目指す気持ちが深くなった。」「医療に関心が深まった」と

いう感想をいただきました。進路選択に有意義な機会となったのではないかと思います。 

２週間お疲れさまでした。 

今後の救急の側面から地域医療への 

貢献を期待しております。 



 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この度患者様からのアンケート調査等で、Wi-Fi 導入の声を多数いただき、 

診察までの待ち時間のストレスを軽減する目的のため、下記の通り導入いたし

ました。 

 

無料でWi-Fiがご利用いただけます 



 

地 域 医 療 福 祉 連 携 室長 佐々木 輝夫 

 鈴木  吉文（事務次長兼務）・眞田  康子（看護師長） 

地域医療福祉連携室課長 菊池  涼子（医療社会事業士） 

事 務 部 門 齋 藤  薫・小原  真央・髙橋  未夢・金濱  柚佳  

) 菅原  詩織・ ・ ・藤原  優菜・瀬川  優佳  

入退院支援部門(看護師) 千葉  真希・冨澤  直美・佐藤  良子・  

） 多田  希美・菊 池  遥 

当院の地域医療福祉連携室は、地域医療福祉連携室長の佐々木輝夫副院長をはじめ、看護師・

医療社会事業士・歯科衛生士・事務の多職種の体制で業務を行っております。 

医療機関、介護事業所、行政等の方々との連携をはかり、入退院支援・調整および紹介患者

窓口として、スムーズな流れがとれるように取り組んでおります。 

皆様のご理解とご支援を引き続きよろしくお願いいたします。 


